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学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種 氏名 教科 前任校等 趣味・特技等 

教頭 田中 真実 英語 奈留高校 ドライブ、読書 

教諭 

原田 志保 英語 佐世保北中学校 音楽鑑賞、料理 

池崎 秋芳 地学 長崎南高校 車、釣り、アウトドア、DIY 

山内  徹 生物 口加高校 体を動かすこと 

小田﨑 聖 日本史  北松西高校 ウォーキング、料理 

伊藤  優 保体 壱岐商業高校 スポーツ全般（島高６４回生） 

原口 里香 家庭 新規採用 映画鑑賞、洋裁、野球観戦、書道 

講師 長浦 彩良 保体 （大学新卒） お菓子作り、トライアスロン 

養護助教諭  宮本 莉沙 養護 口加高校 ドライブ 

再任用主任主事  林田  耕 事務 国見高校 天気の良い日に外を歩くこと 

実習助手 村上  徹 理科 諫早高校 ドライブ 

非常勤講師  北浦 剛資 国語 島原中央高校 新聞、映画（島高２６回生） 

 ４月８日、島原高校第７７回生２０１名が入学しました。入学式は新型コロナウィルス

の影響により昨年度同様に在校生が参加できませんでしたが、厳粛な入学式になりました。

また、多くの保護者の方々のご参加をいただき、無事に入学式を終えることが出来ました。 

４月１２日から４日間、「品位ある生活態度と自律の精神を身につける」「相互理解を

深め、クラス作り・仲間作りに努める」「主体的に学習に取り組む姿勢を身につける」こ

とを目標とし新入生研修を行いました。生徒たちは一日も早く一人前の島高生になるとい

う気概を持って研修に取り組んでくれました。この研修で学んだことを基礎として、生徒

たちはこれから３年間の高校生活を過ごします。学年団一同全力で生徒たちを支援してい

きます。ご家庭におかれましてもご支援のほどよろしくお願い致します。  

 

 

校長室から 校 長 岩橋 順弘 

１学年主任 池崎 秋芳 

 

 

 
島高だより 

令和４年４月号 
（通巻第 193 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

令和４年度、新学期が始まった。３年生は最高学年として、２年生は中堅学年と

して、それぞれ進級して新たな気持ちで始業式を迎えてくれたものと思う。また、

新入生は高校という新たなステージに臨み、大きな希望と少しの不安を抱えながら

生活をしているのではないだろうか。是非、今の気持ちを忘れることなく学習や部

活動、学校行事にひたむきに取り組んでもらいたい。時間はすべての人に平等であ

り、どのように使うかは一人ひとりの気持ち次第である。後悔をしないよう、自分

で今やるべきことをしっかりと考えながら生活をして欲しい。この１年が皆さんに

とって有意義なものになるよう心から応援している。 

皆さんは、これまでうまくいかないことや難しいと感じる、いわゆる「壁」にぶ

つかったことがあると思う。「壁」には、その大きさや困難度に違いがあるかもし

れないが、皆さんはどのように向き合ってきただろうか。「壁」を乗り越えて達成

感や充実感を味わった人もいれば、上手くいかなかった苦い経験をした人もいると

思う。 

元メジャーリーガーのイチローさんは、「壁というのは、できる人にしかやって

こない。越えられる可能性がある人にしかやってこない。だから、壁がある時はチ

ャンスだと思っている。」と話している。イチローさんは、成長の可能性がある人

にこそ「壁」にぶつかる機会があると考えている。「壁」をその人にだけ訪れるチ

ャンスとしてポジティブに捉え、それを越えるために立ち向っていくことの大切さ

を感じさせる言葉でもある。もっと成績を上げたい、もっと強くなりたいと思って

頑張っているからこそ、「壁」にぶつかるのではないだろうか。だから壁にぶつか

った時は、「自分には無理だ」と自分の限界を決めることなく、果敢に挑戦して欲

しいと思う。私は、「壁」を越えたときだけではなく、どうにかして越えようと工

夫し、努力することが成長に繋がっていくものだと思っている。今の自分の状況を

冷静に見つめて、どのように行動すればよいのかを考えたり、人一倍の努力を積み

重ねたりする過程こそが、皆さんにとって貴重な経験になる。そして、その経験が

次の「壁」を乗り越える力にもなるはずである。 

これから、多くの「壁」にぶつかると思う。その時は、くじけることなくチャレ

ンジして欲しい。苦しい時や越えることが難しいと思った時、皆さんの周りには助

けてくれる多くの人がいることも忘れないで欲しい。一所懸命やっているのに、こ

れだけ頑張っているのに上手くいかないと困った時は、周囲のアドバイスや助けを

借りることも大切な手段である。 

この１年で一人ひとりが、「壁」にぶつかりながら、大きく成長していってくれ

ることを期待している。 
 

 

礼法所作指導  校歌指導  代表生徒挨拶  
『壁にぶつかるということ』 

５ 月 の 主 な 行 事 予 定  

６日(金) 中間考査時間割発表 

10日(火) 表彰伝達式 

11日(水) 中間考査（３年） 

12日(木)～13日(金) 中間考査（２・３年） 

14日(土) PTA総会 

16日(月) 早朝補習再開（２・３年） 

17日(火) 歯科検診（３年） 

18日(水) 生徒総会 

19日(木) 歯科検診（１年） 

23日(月) 短縮40分授業（-６/２） 

     早朝補習中断（-６/12） 

25日(水) 交通安全講話（LHR） 

30日(月) 週休日振替（６/４） 

 


